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研究成果の概要（和文）：欧州で進行中の大学評価プロジェクトであるNufficのMINT、CHRのIMPI、IAUのISAS、ACAのA
IMの開発者と利用した大学に聞き取り調査を行うと共に文献調査を行い、プロジェクト間の相違点、課題、利点などを
明らかにした。そのうち、IMPIが開発した国際化評価の489指標を翻訳し、日本の文脈に照らして妥当と判断される152
の指標を使い、質問紙調査を日本の228大学に対して行った。調査で収集したデータの分析結果に基づき、日本の大学
国際化の評価に関する現状と今後の評価のあり方、及び日本の大学にとって最も有効性が高いと考えられる指標群、ま
た有効性が高くないと考えられる指標群を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Four assessment projects of university internationalization in Europe, such as MIN
T by Nuffic, IMPI by CHR, ISAS by IAU, and AIM by ACA, were examined through interviewing their developers
 and users as well as analyzing documents regarding this kind of assessment. As a result, not only differe
nces and similarities among those assessment projects but also their challenges and benefits were found. T
hen 489 evaluation indicators of IMPI were translated into Japanese and the questionnaire survey was carri
ed out for 228 Japanese universities by using 152 indicators selected from IMPI's indicators in considerat
ion of the Japanese higher education context. The survey results show the current situation and future out
look of internationalization assessment. Also, a set of the most effective evaluation indicators for the a
ssessment of Japanese universities' internationalization efforts were revealed  comparing with less effect
ive indicators based on the statistical analysis of the survey data. 
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１．研究開始当初の背景 
（１）国内外の研究動向：大学国際化の評価
に関する研究は、国際化の定義を含む概念的
研究を基盤として、評価指標の策定と評価・
分析の手法が中心的課題となる。国際化に特
化した評価手法の開発は、留学生交流の高ま
りとともに、国際化がより重視されるように
なった欧米を中心に進んでいた。国際大学協
会 (IAU) の ISAS(Internationalization 
Strategies Advisory Service)、ヨーロッパ
学 術 協 力 協 会 (ACA) の AIM (ACA 
Internationalization Monitor)、欧州委員
会の支援を受けてフランスのCampus France、
ドイツの DAAD など 6 機関が共同で作成した
IMPI (Indicators for Mapping and Profiling 
Internationalization)および米国教育協会
(ACE)の Mapping Internationalization on U. 
S. Campus が主要なものである。 
 
（２）着想に至った経緯と動機：研究代表者
は、文科省の大学国際戦略本部強化事業
(SIH)において、国際化のモデル開発を担っ
ていた日本学術振興会の調査研究アドバイ
ザーを 5 年間務めた。その間、日本の大学で
は、全般的に国際化の現状把握が十分にされ
ないままに、国際化の戦略や目標・計画が立
てられ、全学的なミッションやビジョン、そ
して中長期的な目標・計画との整合性がとら
れていないこと、また「戦略性」という点に
ついて、十分な理解がされていないという実
情を明らかにした。事後評価についても、
様々な手法(PDCA サイクル、SWOT 分析、ピ
アレビューなど)を活用して、改善に向かう
ような本来的な意味での戦略的取組みとな
っているところが少なかったことを論文に
まとめた。そして、実効性の高い国際化の組
織評価を行うためには、評価指標群の提起だ
けでなく、行動計画の策定につながるような
評価システム全体の構築が不可欠であると
いう示唆を得て、本研究プロジェクトを立ち
上げることとした。 
 
２．研究の目的 
グローバル化の急速な進展により、教育、研
究、管理運営等大学のすべての機能において
国際化の必要性が高まっており、全学的かつ
中長期的な視点に立った戦略性の高い国際
化が求められている。本研究は①国際化が大
学の周辺領域から中核的な課題へとシフト
してきたこと、②高等教育財政における大学
の説明責任が増してきたこと、③世界大学ラ
ンキング等の市場型評価がグローバルな大
学間競争を加速してきたことにより、大学の
国際化がより多面的、重層的なものとなって
きている現状を踏まえ、定量的及び定性的な
データによる有効な国際化の評価システム
を考察した。その際、欧米で急展開している
国際化評価の取組みを分析したうえで、日本
の大学に適合した評価指標群と評価システ
ムを提示し、その運用を実証的に検討した。 

 
３．研究の方法 
（１）2011 年度に大学国際化の評価に関する
海外の先行研究・事例の調査を行った。同時
に関連する国際会議、学会等で問題提起、情
報収集、意見交換を行った。これらを通じて、
先行事例の分析を行うと共に、この分野に関
する研究者・実務家との連携を強化した。 
 
（２）2012 年度の前半は、引き続き先行研
究・事例の分析を行うと共に、国内外の学会
やシンポジウムで調査結果を発表すると共
に、学術雑誌等に研究成果を投稿した。2012
年度の後半は、本研究プロジェクトの前半で
収集した大学国際化評価に関する文献と聞
き取り調査などのデータ、並びに先行研究と
事例調査の比較分析を行い、中間報告書とし
てまとめた。併せて、日本の大学の国際化に
関する実績を示す基礎的データを収集し分
析した。 
 
（３）2013 年度は、本研究の最終目標である
日本の大学に適合した国際化の評価方法と
評価指標群を提示するための国内調査を行
った。具体的には、欧米で実施されている大
学の国際化評価の分析を元に、日本の高等教
育の文脈を考慮して、有効度が高いと思われ
る評価指標を抽出し、国際化の目的やアプロ
ーチと絡めて、質問紙調査票を作成した。次
に、それを使って日本の大学の国際関係部署
に対し質問紙調査を実施した。そして、日本
において大学国際化を評価する際に、有効性
の高い指標とはどのようなものかというの
を見極めるための統計分析を行い、その結果
をもとに、最も有効性が高いと考えられてい
る指標群と評価システムを提示した。 
 
４．研究成果 
（１）2011 年度は、これまで国内で行われた
大学国際化の評価に関する研究、日本におけ
る大学の機関評価に関する成果や課題、ACE
が行った大学国際化の評価プロジェクトに
関する成果や課題、それぞれについてのレビ
ューをまとめた。また、欧州において進行中
の評価プロジェクト Nuffic の MINT、CHR の
IMPI、IAU の ISAS、ACA の AIM の開発者と利
用した大学に聞き取り調査を行う共に、プロ
ジェクト間の相違点、課題、利点などを明ら
かにした。さらに、IMPI が開発した国際化評
価の指標（489 指標）を翻訳した。 
 
（２）2012 年度は、大学国際化の評価（機関
評価）に関する現状と課題について、NAFSA
の年次大会では日本をケースとして、日本比
較教育学会の年次大会では北米と欧州の先
行事例について発表した。日本の認証評価機
関の一つが新たに大学国際化の評価事業を
開始したので、それを検証し、EAIE 年次大会
と APAIE 年次大会で発表した。また、APAIE
年次大会では、欧州で広がりつつある大学国



有効な国際化指標：二つの基準において30位以内に入った指標
指標

番号

01-003
当該年度に、交換留学制度ないし大学が提供する留学プログラム（研修
を含む）で海外留学した学生の割合は

98.60 3.72

08-010
留学生（受入れ）に対し、到着後にオリエンテーション等を通して、必要な
情報を包括的に提供しているか（たとえば、入学手続の場所、到着を報告
する担当者、滞在先の入居手続に関する情報等）

97.90 3.69

08-022
留学生（受入れ）のビザや滞在・就労許可書類の取得にあたって、支援を
行っているか

95.70 3.52

08-002
「留学生センター」あるいはそれに類する留学生（受入れ）支援のための
組織は設置されているか

95.00 3.68

08-008

留学生（受入れ）に対し、到着までに必要な情報を包括的に提供している
か（たとえば、ビザ取得手続、生活費、授業料、宿泊施設[学生寮・アパー
ト等]、大学から提供されるサービス・スポーツ・課外文化活動に関する情
報等）

94.30 3.66

05-002
留学生（受入れ）に対して、特有の勉学事情に対応した支援（日本語教
育、チューター制度等）を行っているか

93.60 3.56

08-005 学内施設はすべて、留学生（受入れ）も利用できるか 93.60 3.60

08-014
留学生（受入れ）に対し、国内出身の学生との交流を促進する支援体制
が整えられているか

93.60 3.56

08-019 留学生（受入れ）向けに住居斡旋サービスを行っているか 92.90 3.45

08-035
職業上の目的で海外に行く教職員のビザや居住・労働許可書類の取得
にあたって、支援を行っているか

92.20 3.57

07-005
大学のウェブサイトは、一つ以上の外国語で留学生（受入れ）向けページ
が開設されているか

91.50 3.53

08-017
留学生（受入れ）が緊急事態に遭遇した場合に備えて、対策チームや手
続の方法が定められているか

91.50 3.57

01-051
大学が提供する交換留学先（海外の協定大学）の量と質は、学生の需要
に応えられているか

90.80 3.42

03-001 国際化のための戦略が明確に設定されているか 89.40 3.70

05-087 単位として認められる海外派遣留学プログラムの数は 89.40 3.48

05-027 留学生（受入れ）を対象とする日本語研修を行っているか 88.70 3.44

05-072
海外で取得した単位の認定について規則や基準を定め、認定プロセスを
制度化しているか

88.70 3.48

05-058 留学生（受入れ）の就職支援を行っているか 87.90 3.43

03-016 海外派遣（送出し）学生の数値目標を設定しているか 85.10 3.39

03-009
国際化を推進するための専門的な体制（インターナショナル・オフィスやそ
れに類する機関等）が設置されているか

85.10 3.59

08-013 留学生（受入れ）のための「メンター制度*」あるいは「バディ・システム*」と
いった支援体制が整えられているか

84.40 3.50

03-015 留学生（受入れ）の数値目標を設定しているか 83.70 3.39

08-012
留学生（受入れ）が地域での交流活動に参加したい場合、サービスや支
援を行っているか

83.00 3.39

01-009 当該年度の学位取得者全体に占める留学生（受入れ）の割合は 81.6 3.47

有効性
の加重
平均

有効と
非有効
の差

指標

際化の協調的ベンチマーキングの活用につ
いて、欧州の研究者と共に発表した。3 月に
日本学生支援機構が行った大学の国際戦略
並びにその評価手法と指標に関するシンポ
ジウムでは、海外の著名研究者と共にそれま
での調査に基づき、研究発表を行うとともに、
今後の当該分野における研究の課題と評価
の実践について深く討議することができた。 
2012 年度の後半は、本研究プロジェクトの前
半（1 年半）で収集した大学国際化評価に関
する文献と聞き取り調査などのデータ、並び
に先行研究と事例調査の分析を行い、中間報
告書としてまとめた。また、欧州で開発され
た大学国際化の評価指標群の妥当性と有効
性を日本の高等教育の文脈を考慮し精査し
た。それにより、日本の大学にとって有効な
指標を開発するために行う質問紙調査に利
用できる指標を選択することができた。併せ
て、当該質問紙調査の対象となる日本の大学
を選抜するために、大学国際化に関する実績
を示す基礎的データを収集し分析した。これ
らの研究活動を通して 2013 年度に取組む国
内の大学を対象とした調査の課題をより明
らかにすることができた。 
 
（３）本研究の中間報告書をリポジトリで公
開すると共に、ハードコピーも配布したこと
で、2013 年度前半には国内調査に対する多く
の示唆を得た。2013 年度後半は、本研究の最
終目標である日本の大学に適合した国際化
の評価方法と評価指標群を提示するための
国内調査を行った。具体的には、中間報告書
にまとめた欧米で実施されている大学の国
際化評価を分析したうえで、日本の大学の国
際関係部署に対し質問紙調査を実施した。調
査票の作成にあたっては、欧州で開発された
大学の国際化評価ツール IMPI を構成してい
る489の指標の中から日本の高等教育の文脈
に照らして妥当と判断される152の指標を抽
出した。調査票の項目は、評価への取組み状
況、国際化の目的やアプローチ、152 の評価
指標の有効性と関連するデータを収集して
いるか、否かなどであった。本調査では、国
際化について一定の実績がある日本の大学
を対象とし、外国人留学生数・率及び科学研
究費補助金採択件数などを使って228大学を
選んだ。141 大学から回答があり、回収率は
61.8%であった。収集したデータの分析結果
に基づき、日本の大学国際化の評価に関する
現状と今後の評価のあり方、及び日本の大学
にとって有効と思われる国際化の評価指標
群について検討し、最終報告書にまとめた。
具体的には、日本において大学国際化を評価
する際に、有効性の高い指標とはどのような
ものかというのを見極めるための統計分析
を行い、その結果を元に、最も有効性が高い
と考えられている指標群、あるいは有効性が
高くないと考えられている指標群を明らか
にし、その理由や背景を考察した。最も有効
性の高いとみなされる 24 指標は、「有効と非

有効の差」及び「有効性の加重平均」から抽
出した（以下の表を参照のこと）。 
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